
猟銃所持許可までの手順

平成２８年２月作成

① 初 心 者 講 習 会 の 申 込 ・・・ お近くの警察署にて、＜別添書類等 (1)＞を添えて申し込み。即日あるいは数日後、講習
の日程と会場が伝えられます。

↓

② 初 心 者 講 習 会 を 受 講 ・・・ 講習後に筆記試験があり、合格すると「講習終了証明書」が即日交付されます。（３年間
有効）

↓

③ 教 習 射 撃 の 申 請 ・・・
②に合格したら＜別添書類等 (2)＞を揃えて、申請を行います。この際簡単な面接があり
ますので、銃を持つ理由等をはっきり伝えましょう。（例：クレー射撃に興味がある、狩
猟をやりたいetc…）

↓

④ 教 習 資 格 認 定 証 を 受 領 ・・・ 入念な身辺調査等の後、申請から大体３週間～１ヶ月程度で「教習資格認定証」が交付さ
れます。（３か月間有効）

↓

⑤ 火 薬 類 等 譲 受 許 可 の 申 請 ・・・
教習射撃資格認定証の受領後＜別添書類(3)＞を添えて、教習射撃で使う弾の申請を行いま
す。先に書類を揃えておいて、認定証の受領時に申請を出すとスムーズに手続きを進めら
れます。

↓

⑥ 火薬類等譲受許可証を受領 ・・・
処理期間は各都道府県により異なりますが、大体、翌日の夕方には受領できます。詳しく
は担当者に訊いてください。なお、この譲受許可証は、教習終了後速やかに警察へ返却し
ます。

↓

⑦ 教 習 射 撃 申 込 み ・・・ 射撃場へ直接電話等で申し込みます。当日は④の「教習資格認定証」と⑤の「火薬類等譲
受許可証」及び受講料（３万円くらい）を持参します。

↓

⑧ 教 習 射 撃 受 講 ・・・ 午前中講義の後、午後射撃練習を行います。最後に実地試験があり、合格すると「教習終
了証明書」が交付されます。（１年間有効）

↓

⑨ 購 入 鉄 砲 の 選 択 ・・・ 射撃教習終了後、購入する鉄砲を銃砲店等で先に選んでおきます。詳しい書類作成は通常
銃砲店でやってもらえます。

↓

⑩ 鉄 砲 所 持 許 可 の 申 請 ・・・
＜別添書類等(4)＞を揃えて、所管の警察署へ申請します。なお、後日調整のうえ、お巡り
さんが自宅までガンロッカーと装弾ロッカーの配置チェックに来るので、申請前までに準
備しておく必要があります。

↓

⑪ 猟銃・空気銃所持許可証受領 ・・・ 申請から約１か月で所持許可証が交付されます。

↓

⑫ 鉄 砲 を 購 入 ・・・ ⑨で選んだ鉄砲を購入。所持許可証の持参もお忘れなく。

↓

⑬ 鉄 砲 の 確 認 ・・・ 鉄砲を購入した日から１４日以内に、所管の警察署へ持ち込んで鉄砲を確認してもらいま
す。この際も所持許可証は忘れないように。

↓

⑭ 火 薬 類 等 譲 受 許 可 の 申 請 ・・・ ⑤で行ったのと同様＜別添書類(3)＞と所持許可証を揃えて、これから使う弾の申請を行い
ます。⑬の確認時に、この書類も出してしまいましょう。

↓

⑮ 火薬類等譲受許可証の受理 ・・・ この許可証を以て、鉄砲と弾薬の両方を正式に所持することができます！

※細かい手順等は各警察署によって異なります。詳しくはお近くの警察署及び銃砲店までご確認ください。


